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つままプロジェクトの概要
　「つままプロジェクト」とは、平成23年度特別経費に
よる事業「芸術文化を起点とした実践的教育モデルの構
築」に対してつけられた愛称で、学内公募によって決め
られました。この事業は、平成23年４月に開設された
大学院（芸術文化学研究科）における実践的教育と地域
社会の活性化とを一体化した授業形態を推進するために
起案されました。大学院において、就業力を身につけた
高度な専門職業人である「新時代を担うアーティスト」
「クリエイティブ産業のコーディネーター」「新たな地
域文化のリーダー」を養成することを目指しています。
学部においては、教室内では習得が難しい経験的技術教
育を補完すると共に、地域交流を通じて豊かな感受性を
養い、実社会に即したコミュニケーション能力を身につ
けることを目標としています。さらに研究においては、
地域のさまざまな資源を調査すると共に、行政や企業と
連携した事業を実践することで、芸術の成果を社会へ還
元すると共に、クリエイティブ産業を振興し、地域文化
の活性化に貢献することを目指しています。（図１参照）
事業の取組内容
〔全体計画〕
１）地域連携会議の設置
　大学と行政機関や産業界が連携して実践的教育を円滑
に推進できる組織を設置します。ものづくりだけでなく
市民生活も含めた様々な地域課題を受け付け、大学院教
育にふさわしい課題であるかを精査して、対応する授業
への連携推進を図ります。また、地域の諸課題について
地域と一体となって取り組むことにより、地域資源の活
用による地方都市の再生や政策の方向性を提言するなど
「地域活性戦略」へも寄与するものとします。
２）地域と連携する教育拠点の形成
　新時代のアーティストを育成するための課題を具体的
に捉える教育を推進してくためには、キャンパスから地
域へ出向いた連携教育拠点づくりが不可欠であると考
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平成 23 年度 特別経費
芸術文化を起点とした実践的教育モデルの構築
え、高岡市・末広開発株式会社の協力のもと高岡駅地下
街に「芸文ギャラリー」を開設します。学生の授業成果
作品展示やワークショップ等の企画・実施を通して、授
業課題の情報収集、生活者との連携活動および情報発信
の拠点を構築します。
３）情報を製品へとデザインする実践教育の実施
　心に充足感を与えるクリエイティブな産業に対応する
ため、地場の特性を盛り込んだ地域ブランド開発を授業
課題とし、地域と一体となって商品開発演習を行いま
す。富山県デザイン経営塾などで取り上げられた地域の
課題解決を通して、製品に込められる意味を考案し、具
体化することのできる能力を有するクリエイティブ産業
のコーディネーターを育成します。
４）地域資源の活用により芸術文化を創造する実践的教
育の実施
　高岡で伝統的な町並みが残る金屋町一帯をゾーン
ミュージアムに見立て、地場産品の工芸やクラフト作品
を展示・販売すると共に、フォーラムやワークショッ
プを開催して人的交流を促進する「金屋町楽市 in さまの
こ」を高岡市などと協力して年１回開催します。授業課題
として地域の伝統文化に立脚した芸術文化を軸にしたま
ちづくりをプロデュースします。これにより、地域活性化
手法の実体験を通して地域文化のリーダーを養成します。
５）創造的教育環境の整備
　学生や地場産業関係者、地域住民が地場産品の価値を
再認識できる環境を整えます。地場産業品のアイデア・
材料・加工技術に学生生活の中で日常的に触れること
で、新たな発想や改善に役立てると共に、芸術文化的環
境の価値を体感する教育環境をつくります。
６）内外への情報発信と実践的教育モデルの検証
　大学間協定を結んでいるデザイン先進地域のラハティ
応用科学大学（フィンランド共和国）およびプラハ美術
富山大学芸術文化学部 研究部議長　武山　良三
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愛称「つまま」の選考について
　プロジェクト愛称は、17 件の応募の中から「このプロジェクトが地域
連携のシンボルになるように」との願いを込めた松原博先生応募の「つ
まま」を採用することにしました。つままの木は中庭にあってキャンパ
スのシンボルであり、学生が大きく育つ姿を連想させてくれます。また、
つままの木は、大伴家持の歌にも登場します。家持が、雨晴海岸、渋谿 ( し
ぶたに ) の崎を通り過ぎる時に、巌の上に聳え立つ巨樹を見て、
「磯の上の　つままを見れば　根を延（は）へて
年深としふかからし 　神さびにけり」
（万葉集巻 19 － 4159・大伴家持）
図１  つままプロジェクト事業概念図
［現代語訳］磯の上に立つつままを見ると、根を岩にしっかりおろし
ていて、何年も年を経ているらしい。なんと神々しいことか。 
と、その感動を歌にしたと伝えられています。故事同様に、家持が歌を
詠みたくなるような活動をこのキャンパスから創っていきたいものです。
　つままの木は、クスノキ科の常緑高木で「タブノキ」「タモノキ」など
と呼ばれています。成長すると 15m ほどの巨木になりますが、根が大き
く盛り上がり、力強くて威厳があることから神木と崇められることがあ
ります。
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工芸大学（チェコ共和国）と芸術文化学研究科におい
て、同一の課題を採用した国際間授業や交換作品展を実
施します。これにより、日本の伝統文化を起点としつつ
も世界に制作コンセプトを発信できる能力、世界の伝統
文化を吸収できる能力を教育します。また、地元だけで
なく地域活性化という同様の課題を抱えている他地域に
おいて、連携キャラバン（その地域の商工会議所や芸術
系大学との連携）を実施します。これにより、高岡で取
り組んでいる実践的教育モデルが普遍的なモデルになる
よう努めます。加えて、平成25年には芸術文化学研究科
の第１期修了生が予定されるため、その追跡調査を行っ
て、本実践的教育が実社会でどのように役立ったか、改
善点は何か等を把握し、実践的教育モデルを改良しま
す。
〔平成23年度に実施する事業内容〕
１）事業を推進する地域連携会議を立ち上げ、具体的な
事業計画を立案します。
２）芸文ギャラリーにおいて展示企画を立案・実施しま
す。
３）富山県デザイン経営塾を開催し地域ニーズを把握す
ると共に北陸地域の地場産品調査を行います。
４）金屋町楽市 in さまのこ  を開催し、産業×文化×生
活を一体化した銅器産業に係る住民×デザイナー×市民
の交流モデルを構築します。
５）地場産品の材料購入を行うと共に講師を招いて具体
的な整備計画を授業の中で立案・実施します。本学部エ
ントランスホールでの成果展示を充実させるためホール
の暗室化やプロジェクタの設置を行い、映像展示環境を
整備します。
６）本大学院の地域連携活動をまとめた資料（一部英文
併記）を作成します。地域ブランドの先進事例に関わる
外国人講師を招聘し講演会を開催します。欧州の海外提
携校に教職員を派遣し、連携成果の展示を行います。
実施体制
　地域と一体的に事業が推進できる体制をつくるため、
行政や企業、地元住民組織等と連携した組織を整備しま
す。実践的教育を実施するにあたり地域との繋がりの核
となる先駆的な拠点となる「芸文ギャラリー」には、こ
れを企画運営する連携専門職員を配置します。
　学内においては、研究部プロジェクト推進会議の活動
の中に次のプロジェクトチームを立ち上げ、学部教員全
員がつままプロジェクトを推進する体制を整えます。
1. 地域連携プロジェクト（地域連携活動の統括）
2. ギャラリープロジェクト（芸文ギャラリーの運営他）
3. 開発プロジェクト（県デザイン経営塾他）
4. 文化財修復プロジェクト（曳き山修復他）
5. 地域活性化プロジェクト（金屋町楽市他）
6. まちづくりプロジェクト（まちづくり事業の統括）
7. 創造的教育環境整備プロジェクト（学内を学生作品で
埋め尽くそうプロジェクト他）
8. 情報発信プロジェクト（連携キャラバンの実施、提携
校との交流）
年度ごとの事業推進体制
　各事業にはそれぞれ地域との連携実績があるため個別
に具体的な実践教育面での改善点を検討し、各事業を関
連づけ総合的な観点から学生に理解できるように実施し
ます。また、事業に参加する教員に対するインセンティ
ブや大学院の教育研究に相応しい課題の選定方法及び単
位認定制度などを検討します。
　４年間実施することで、本事業は２期可能となりま
す。修了生の社会での活躍状況を調査し、その結果を当
該実践教育モデルにフィードバックさせて、大学院教育
と社会との適切な繋がりを構成する実践教育モデルとし
ます。（図２参照）
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高度な人材育成
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金屋町楽市のプロデュース
キャラバンの企画・立案
リーダー志向の学生は
事業目的１
事業目的２
2年次
・課題研究 II
・連携授業
・修了研究・制作
社会人1年目
・追跡調査シート作成
・就職研修会
社会人２年目
1年目 ２年目 ３年目 ４年目
・追跡調査シート作成
1年次
・課題研究 I
・連携授業
2年次
・課題研究 II
・連携授業
・修了研究・制作
社会人1年目
・追跡調査
   シート作成
・就職研修会
1年次
・課題研究 I
・連携授業
・修了制作展示プロジェ
クト
2年次
・課題研究 II
・連携授業
・修了研究・制作
1年次
・課題研究 I
・連携授業
・修了制作展示プロジェ
クト
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前年度の教育成果 前年度の教育成果
課題の連携
修了生の実体験 修了生の実体験
体制整備
・地域連携会議の設置
・展示・交流事業調査
・ものづくり事業調査
・講演会の実施
モデル事業の立案
・展示・交流事業立案
・ものづくり事業立案
モデル事業の実施
・展示・交流事業実施
・ものづくり事業実施
・キャラバン候補設定
・海外共同課題の立案
モデル事業の展開
・キャラバンの実施
・海外共同課題の実施
・総括した展示会及びフ
ォー ラムの開催
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?
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・漆工芸特別演習A
・デザイン特別演習A
・建築設計特論演習A
・伝統芸能特Ｖ演習　他
・漆工芸特別演習A
・デザイン特別演習A
・建築設計特論演習A
・伝統芸能特論演習　他
図２  つままプロジェクト年度ごとの事業実施計画
左図 NEWS
　つままプロジェクトでは、事業内容を学生や教職員に周知するため
ニューズレターを作成しています。地域連携事業の詳細や外部講師によ
る授業日程などをポスターにして掲示すると共に、電子ファイルにして
配信しています。
